
令和４年度 きのくにコミュニティスクール座談会（すさみ町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：令和４年１２月１４日（水）１３：３０～１５：３０ 

会 場：すさみ町多世代交流施設Ｅ’ｃｏｒａ―イコラ― 

参加者：２６名 

「学校・家庭・地域の協働～子供の成長を支える活動～」 

  

県ＣＳマイスター 

伊藤 松枝 氏 

那智勝浦町 

絵本の会「よむよむ」代表 

県ＣＳマイスター 

上田 さとみ 氏 

湯浅町 訪問型家庭教育支援チーム 

「とらいあんぐる」代表 

 

 

いつ頃から地域での読書活動に関わり始めましたか？ 

「よむよむ」は今年で発足２５年になりました。発足当時のス

ローガンは「誰もが参加できる読み聞かせの場を！」でした。 

保育所長退職の年に当時の湯浅町教育委員会指導主事に声をかけられま

した。「学校だけでは対応できないこともあるので、地域の人と役割分担

しながら子供を育てたい。」という指導主事の思いを受け止めました。 

いつ頃から家庭教育支援に関わり始めましたか？ 

活動される中での苦労はありますか？ 

 

苦労と思ったことはありません。どれも自分の中で必要だった

ことのように思います。本を開いてゆっくりページをめくるこ

とや人と向き合う時にゆっくりとした速度で考えることをこれ

からも大事にしたいなと思います。 

 

そんなに苦労はありません。どんな時もポジティブに考えていくように

しています。自分が落ち込まないように色々なところで気分転換しなが

ら取り組んでいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の声 

・本に関わるお話に沢山ヒントをいただきました。自分の地域ではどのように行っていけるか

を考えていきたいです。 

・私は年寄りだけど、もう少し私もできることをしていきたいと思いました。 

・会場も素敵なところで楽しかったです。仕事というよりは、一保護者として勉強になること

ばかりでした。印象的な言葉としては「現状維持であれば御の字」です。 

・お二人とも自分の活動を楽しんでポジティブにとらえているなと思いました。ほかの人の悩

み事も自分のこととして考え、良い方向に向かえるように支援につなげていると思いまし

た。 

・支援は支援者のエゴ。現状維持ができれば◎。という言葉が心に響きました。 

・何かを始める時、自分には出来ないなと消極的になることが多いのですが、長く続けていけ

ば分かってくれることが多いと聞き、納得できました。 

・考えを押し付けない、今より悪くならない状態で良いとの心がけで取り組んでいるという言

葉が印象に残り、心が楽になりました。 

 

 

 


